
2018年度 第１学年 歴史 ２学期期末試験 模範解答

Ⅰ ① おののいもこ ②そがのえみし ③はくすきのえ

④すいこ ⑤さきもり ⑥ぬひ

Ⅱ (1) オ (2) ウ (3) イ (4) エ

Ⅲ
(1) 女性 (2) おば (3) おい

(4) ア 太政官 イ 国司 ウ 郡司

(5) 貴族 (6) 地方の豪族

Ⅳ
(1) ① 東大寺 (「奈良」は△ ) ② 聖武 ③ 行基

(2) ア 六 イ 租 ウ公出挙(出挙) エ 調 オ 庸

カ 雑徭 キ 防人 (3) オ (4) ウ (5) オ (6) エ

① 平城京 ②市 ③ 和同開珎 ④国府

Ⅴ ⑤ 駅 ⑥ 戸籍 ⑦ 口分田 ⑧班田収授法

⑨墾田永年私財法 ⑩貴族 ⑪ 寺院 ⑫郡司

⑬荘園 ※語群があるので、漢字の間違いや、別の「解」には△も与えません。

【採点基準】次の各論点につき、それぞれ2点を加点する。ただし、複数の論点の間に矛盾がある場合は、片方の記述は

得点を与えない。なお、10点満点とし、6以上の論点に触れる作文であっても上限を10点とする。

①－1 食事のメニューを取り上げて、貴族(山海の珍味)と庶民(玄米と野菜)の暮らしの違い違いを誤りなく説明している。

①－2 住居の作りを取り上げて、貴族(瓦ぶきの大邸宅)と庶民(竪穴住居)の暮らしの違いを誤りなく説明している。

①－3 生産労働について取り上げ、貴族(支配)と庶民(労役)の関わり方が違ったことなどを説明している。

②－1 庶民が働いて造られた駅路を通して全国から特産物などが都の朝廷に届けられ、それが貴族の給料になっていた

Ⅵ ことなど、貴族の暮らしは庶民の働きの上に成り立っていたことを説明していること。

②－2 律令で身分制度が決められ、土地と人々を支配する貴族や役人と、実際に物を生産するために働く者とが区別さ

たことによって貴族の暮らしは支えられたことを説明している。

②－3 奈良時代の税は社会全体のためではなく、貴族の暮らしを支えるためのものであったことを説明している。

③ ①と②でふれた内容をふまえながら、現代の私たちの暮らしとの違いを説明して自分の考えを説明していること。

たとえば、㋐貴族の食べ物は干物や塩漬けの物が多く新鮮な食品がなかったが、現代の私たちは新鮮な物が食べるこ

とができるのは、冷蔵・冷凍保存装置や高速道路の整備、冷凍車などの技術進化と社会システムの発展による。㋑奈良

時代に比べて、現代ではエアコンなど住居設備や、トイレットペーパーがあり快適に暮らせる。それは社会全体の分業

システムや、生産力の高さ、技術の進化に支えられている。㋒現代の税は社会全体のために使われていることと国民の

代表が集め方と使い方を決めている。㋓奈良時代の子どもたちは仕事をしていたが、現代の子どもたちは学校で勉強だ

けをしている。これは社会全体の生産力が高くなり、子どもに労働させる必要がなくなったからである。

第１学年 組 番 氏名 満点 太郎

Ⅰ 知識・理解 Ⅱ知識・理解 Ⅲ 資料活用技能 Ⅳ 思考判断 Ⅴ知識・理解 Ⅵ 態度 合 計
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